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Q. �こうの内科クリニックの概要について
教えてください。

　こうの内科クリニックは今年4月に開
院しました。診療科は内科、消化器内科、
小児科になります。院内の設備は電子カ
ルテシステム（日立メディカルコンピュー
タ社製）、超音波診断装置（日立メディコ
社製）、X線診断装置（日立メディコ社製）、
内視鏡検査器（オリンパスメディカルシ
ステムズ社製）、心電計（スズケン社製）
があります。

Q. �電子カルテ導入のきっかけについて
教えてください。

　開業するにあたってできるだけペーパ
ーレスでシステムを組みたいと考え、画
像と電子カルテの連携を考えていました。
その時に電子カルテHi-SEEDを知り、
様々な医療機器と連携ができるし、画像
を取り込むことも可能ということで見せ
ていただいて、使い勝手もとてもよかっ
たので導入を決めました。開業以前に勤
めていた色々な病院でも電子カルテを導

入していて、様々なメーカの電子カルテ
を使用する機会はありました。それらの
使用経験の中で私にとって現在の電子カ
ルテが一番違和感がなく、使いやすかっ
たというのも理由の一つです。

Q. �電子カルテの使い勝手はいかがです
か？

　オーダーをかけるとX線診断装置は自
動的に認知してくれていつでも撮影準備
に入れますし、超音波や内視鏡などは番
号だけを入力すれば自動的に電子カルテ
の番号から名前を読み取ってくれます。
医師の方で特に操作が必要なくてとても
楽ですし、何より患者様をお待たせする
必要がないという部分がいいと思います。
　それから多くの情報を一つの画面上に
まとめて表示してくれているので、とて
も見やすくて使いやすいですね。例えば
そこに過去のカルテも出ますから一目で
過去の履歴もチェックができますし、さ
らにチェックリストも出ているので、採
血をいつ行ったかなどもすぐに見られる
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のでオーダーが出しやすいです。この表
示画面自体は紙カルテに比較的近い画面
展開で、記入がとてもしやすく、タッチ
パネルになっているのでペンでも簡単に
入力できますし、マウスでもクリックす
れば文字や所見をそのまま取り込んでも
らえるのでとても便利です。チェックや
オーダーをきちんと迅速にしてくれるの
でチェック漏れやオーダーの出し忘れな
どは確実に減りました。とにかく正確で
すから、その点において紙カルテと比べ
てレベルは上がっていると思いますし、
使い勝手もいいと思います。紙のカルテ
と比較すると、メリットとしては間違い
なくペーパーレス、フィルムレスが挙げ
られます。書類やフィルム、資料の保管
の必要がなくなり、場所を取らなくなっ
たという利点が大きいです。当院でも倉
庫は1部屋しか作っておらず、小さな棚
だけで済んでいます。その分他の目的に
スペースを取ることができました。

Q. �電子カルテの便利な機能についてお
聞かせください。

　レセプトの機能がとにかく便利ですね。
算定のチェックや警告、間違っていた場
合に算定できません、算定もれがありま
すといったようなお知らせがすぐに出る
ので、会計は特に問題がなく、すぐ修正
することも可能なので大きな間違いや勘
違いは起きません。更にカルテ自体が使
いやすい構造になっているので、院内の
事務の方は今まで全く電子カルテを触っ
たことがなく経験ゼロの状態で習得を開
始してもらいましたが、一週間程度でほ
ぼ対応できるようになりました。そういっ
た意味で事務系の職員にとっても電子カ
ルテは便利なものなのだと思っています。

Q. �電子カルテ導入に際して、職員の皆さ
んに研修などは行いましたか？

　電子カルテを導入した際に事務の職員
の研修の為に、メーカの方に来ていただ
き最初の1週間はつきっきりで見ていた

だきました。後は後ろで見ていてもらい、
不明点があれば確認するという形でしば
らくサポートしていただきました。電子
カルテが使いやすかったおかげで大きな
混乱もなく、かなり早く習得でき使いこ
なせるようになりましたし、ミスは少な
いと思います。

Q. �電子カルテと医療機器の連携はいかが
でしょう？

　トラブルは絶対に避けたかったので、
機器はなるべく同一のメーカで統一しま
した。多くのメーカの機器を同時に使っ
てしまうと画像を取り込んだ際にフリー
ズしたり、読み取れなかったり、とにか
く時間がかかってしまうことがありまし
た。連携を考えてある程度統一したおか
げでシステム障害には悩まされませんし、
画像も素早く取り込めます。現在当院で
電子カルテと連携している装置はX線診
断装置、超音波診断装置、内視鏡検査器
ですが、どの装置も連携面で問題はあり
ません。

Q. �各システムのサポート体制について
お聞かせください。

　電子カルテでは開院以来トラブルとい
うトラブルはまだないのですが、後日訂
正の必要があった時、後になって書き直
しができなかったのでそれをメーカに連
絡した際には遠隔操作で迅速に対応して
いただくなど、とにかくサポートがしっ
かりしていてとても安心しています。
　他には使用しているデジタルX線診断
システムの調子がおかしくなった時があ
り、バックアップできませんという警告
が出てきたので電話でメーカに相談した
らその日のうちに来て部品交換していた
だき、すぐに動くようになりました。

Q. �今後の展望についてお聞かせくださ
い。

　一言で言えば“プライマリ・ケア”でし
ょうか。患者さんに集まっていただき、
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当院が総合的な入口となって必要な方に
は当院や他施設で治療を受けていただき、
元気になったらまた経過をここで一緒に
見ていけるような施設になっていけばい
いと思っています。
　私が研修を積んだ慈恵医大は、病気だ

存在になれることを今後目指していきた
いですね。

Q. �今後電子カルテに求める機能としては、
どのようなものがありますか。

　現在も特に問題なく使用していますが、

けを「診る」のではなく、人を「診る」とい
う方針でした。だから私も腹痛や頭痛と
いった症状だけを診るのではなく、総合
的に診療したいと思っています。例える
のであれば誰でも安心して来ていただけ
るような、昔の町のお医者さんのような

「CLINIX Ⅱ」（日立メディコ） 「HIVISION Avius」（日立メディコ）

「FCR PRIMA」(富士フイルムメディカル)「LUCERA」（オリンパスメディカルシステムズ）

日々の診療を支える 
医療機器群

「Cardico303」（スズケン）
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電子カルテが画像のデータを読み取って
電子カルテ上に貼り付けられたり、加工
できるようになるなど電子カルテ上で作
業ができるようになれば、より理想の電
子カルテに近づくと思います。
　将来的に画像の画面と電子カルテの画
面を一つにして説明しやすく、見やすい
記録として残せるようになってくれれば
いいと思っています。

Q. �今後ペーパーレス、フィルムレスシス
テムを検討しているクリニックや、ペ
ーパーレス、フィルムレスで開院され
る施設へのアドバイス、メッセージを
お願いします。

　まずはクリニックを立ち上げる際に、
どういった医療機器を必要としているの
か、そろえたいのかを具体的に上げるこ

とが大事だと思います。更に、将来的に
こういった診療をやりたい、そのために
はこういう機器を入れたいという希望が
出てくると思うので、それらの希望の医
療機器を入れたいのであれば、システム
の連携などに問題がないのかをチェック
することがとても大事です。もし医療機
器がいらないのであれば電子カルテのみ
ということになりますので、使いやすい
もの、違和感のないものを導入していた
だけばいいと思いますが、医療機器の需
要は科によって違いますから、必要とな
ることは様々な場面であると思います。
そうなった場合は予算やスペースなどを
参考に、無理をしないで自分に合ったも
のを選んで組んでいくといいと思います。
　それらのことに気をつければオーダー
のスピードも上がりますし、スムーズに

進めば画像などの検査結果をすぐにお見
せすることができます。患者様が検査を
終えて、着替えて戻られたら既に画像が
出ていることは効率面でもサービス面に
おいてもとても大事なことだと思います。

　最後に、開業して新しく電子カルテや
医療機器などの導入を考えていらっしゃ
る方は、院内の内装構造を決める際に特
に配線に注意していただくといいと思い
ます。開院の段階では多くの配線を必要
としない場合でも、後に多くの機器が必
要となってくる場合もあるでしょう。そ
の時に配線が効率よくつなげられるよう
に、業者さんとの打ち合わせの際にはし
っかりとその旨を相談することによって
将来的にもスペースをかなり有効活用で
きるようになると思います。

導入へのアドバイス

1. �多くの医療機器が必要な場合、システム同士の連
携をチェックする

2. �開業、導入の際には機器の配置、配線を考えて院内
の構造を考える

3. 予算以上のものは望まない


